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標本に基づく魚類 6種の奄美大島からの初めての記録

赤池貴大 1・前川隆則 2・本村浩之 3

The following six species are newly recorded from Ama-
mi-oshima island, Amami Islands, Ryukyu Islands, Japan, on the 
basis of voucher specimens: Squalus japonicus Ishikawa, 1908 
(Squalidae) (637.0 mm total length), Squalus mitsukurii Jordan 
and Snyder, 1903 (Squalidae) (2 specimens, 506.0–597.4 mm 
total length), Leptaulopus damasi (Tanaka, 1915) (Aulopidae) 
[180.9 mm standard length (SL)], Sargocentron iota Randall, 
1998 (Holocentridae) (70.3 mm SL), Taractichthys steindachneri 
(Döderlein, 1883) (Bramidae) (3, 270.2–462.0 mm SL), and 
Iniistius geisha (Araga and Yoshino, 1986) (Labridae) (335.6 
mm SL). These specimens are herein briefly described. These 
additional records bring the total number of recorded fish species 
from Amami-oshima island (and adjacent small islands) to at 
least 1,659 species.
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 Abstract

奄美大島とその周辺海域（加計呂麻島と江仁屋離島

を含む）の魚類相は Nakae et al. (2018)によってまとめ

られ，175科 1,615種が記録された．その後も奄美大島

（Matsumuma et al., 2017; Tashiro et al., 2018；畑ほか，2018, 

2019; Koeda et al., 2018；荒木，2019；萬代，2019；萩原，

2019；日比野，2019；木村，2019；松沼，2019；武藤，

2019；岡本，2019；桜井，2019a–c；吉田，2019; Miki et 

al., 2019；上城ほか，2019a, b；和田・本村，2019; Fujiwara 

et al., 2019, 2020；是枝ほか，2019, 2020; Wada et al., 2020；

中村ほか，2020；渋谷ほか，2020; Nakayama, 2020；古𣘺

ほか，2020a, b, 2021; Nakamura and Motomura, 2021；橋本・

本村，2021）と加計呂麻島（日比野，2019；岩坪，2019; 

Fujiwara et al., 2019）から多くの追加種が報告されてい

る．また，奄美大島から確認されている魚類の種数は奄美

群島を構成する他の島嶼［例えば，喜界島では 85科 530

（Fujiwara and Motomura, 2020），徳之島では 88科 505種

（Mochida and Motomura, 2018），沖永良部島では 88科 687

種（Motomura and Uehara, 2020；藤原ほか，2020），与論島

では 112科 702種（本村・松浦，2014; Motomura, 2016）］

と比較して多く，国内においても魚類の種多様性が極めて

高い水域である．

2017年から 2020年にかけて奄美大島近海からトガリ

ツノザメ Squalus japonicus Ishikawa, 1908（ツノザメ科），

フトツノザメ Squalus mitsukurii Jordan and Snyder, 1903（ツ

ノザメ科），エソダマシ Leptaulopus damasi (Tanaka, 1915)

（ヒメ科），コガシラエビス Sargocentron iota Randall, 1998

（イットウダイ科），ヒレジロマンザイウオ Taractichthys 

steindachneri (Döderlein, 1883)（シマガツオ科），およびク

ロブチテンス Iniistius geisha (Araga and Yoshino, 1986)（ベ

ラ科）が採集された．これらは奄美大島における標本に基

づく初めての記録となるため，ここに報告する．なお，

上述した奄美大島と加計呂麻島の追加種と本報告で確認さ

れた 6種を含めると，奄美大島とその周辺海域で確認され

た魚類は 1,659種となる．

材料と方法
標本の作製，登録，撮影，および固定方法は本村（2009）

に準拠した．標準体長（standard length）は体長または SL，

全長（total length）は TLとそれぞれ表記した．計測はノ

ギスを用いて 0.1 mm単位まで行った．リスト中の科の掲

載順は中坊（2013）にしたがった．本報告に用いた標本は

鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）に保管されており，

上記の生鮮時の写真は同館のデータベースに登録されてい

る．また，エソダマシの項で参照した神奈川県立生命の星

･地球博物館の魚類写真資料に登録されている資料（KPM-

NR）の詳細は以下の通りである：KPM-NR 86827，東京都

伊豆諸島伊豆大島　相模湾，水深 350 mより漁獲，1998
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年 8月 10日，岡本光央撮影；KPM-NR 73859，東京都伊

豆諸島伊豆大島　相模湾，水深 350 mより漁獲，1999年 7

月 20日，岡本光央氏撮影．

ツノザメ科 Squalidae

Squalus japonicus Ishikawa, 1908

トガリツノザメ
（Fig. 1A）

標本　KAUM–I. 138329，全長 637.0 mm，鹿児島県奄

美大島近海，水深 300 m，一本釣り，2019年 11月 2日，

名瀬魚市場に水揚げ，前川隆則．

同定　本標本は口幅が吻端から鼻孔内側端までの長さ
の 1.0倍であること，口前吻長が全長の 12.2%であること，

上顎前縁における頭幅が全長の 10.5%であること，両鼻

孔間隔が全長の 4.8%であること，第 1背鰭基底長が全長

の 6.7%であること，胸鰭内角が丸いこと，および尾鰭後

縁の淡色域が上葉と下葉のそれぞれ上部と下部に限られる

ことなどが Viana and Carvalho (2020)の示したトガリツノ

ザメ Squalus japonicusの標徴と一致したため，本種に同定

された．

分布　南日本および中国から台湾にかけての北西太平

洋に分布する（Viana and Carvalho, 2020）．日本国内では小

笠原諸島，福島県沖，千葉県銚子から九州南岸の太平洋沿

岸，薩摩半島西岸，鹿児島湾，宇治群島，琉球列島（奄美

大島，与論島，沖縄島），および東シナ海の大陸縁辺から

斜面部から記録されている（藤山，2004；山下ほか，2012；

波戸岡ほか，2013; Motomura et al., 2015；ジョン，2017；萬代，

2019; Viana and Carvalho, 2020；三澤ほか，2020）．

備考　Viana and Carvalho (2020)は Diagnosisの項におい

てトガリツノザメの標徴として成魚の吻端から鼻孔内側端

までの長さと胸鰭後縁の長さがそれぞれ全長の 5.9–6.8%

と 7.8–9.2%であると述べているが，本標本における計測

値は 7.2%と 9.8%であった．また，Viana and Carvalho (2020)

は External morphologyの項において，トガリツノザメは日

本産ツノザメ属魚類の中では中型の種であり，成魚で全長

512–645 mmになると述べており，本標本（全長 637 mm）

も Viana and Carvalho (2020)が示した成魚のサイズに含ま

れるが，上述した 2項目の全長に対する割合の差異はわず

かであることから，種内変異によるものだと判断した．

これまで奄美大島におけるトガリツノザメの記録は藤

山（2004）により写真に基づいて報告されているのみであ

り，本標本は奄美大島における本種の標本に基づく初めて

の記録となる．なお，藤山（2004）は写真からは同個体が

Fig. 1. Fishes collected from Amami-oshima island, Kagoshima Prefecture, Japan, representing the first specimen-based records from 
the island. A: Squalus japonicus, KAUM–I. 138329, 637.0 mm TL; B: Squalus mitsukurii, KAUM–I. 138330, 597.4 mm TL; C: 
Leptaulopus damasi, KAUM–I. 142163, 180.9 mm SL; D: Sargocentron iota, KAUM–I. 138110, 70.3 mm SL; E: Taractichthys 
steindachneri, KAUM–I. 131310, 452.4 mm SL; F: Iniistius geisha, KAUM–I. 138431, 335.6 mm SL.
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トガリツノザメ，フトツノザメ，あるいはツマリツノザメ

Squalus brevirostris Tanaka, 1917であるのか，判断すること

が難しい．

Squalus mitsukurii Jordan and Snyder, 1903

フトツノザメ
（Fig. 1B）

標本　KAUM–I. 111526，全長 500.6 mm，鹿児島県奄美

大島近海，2017年 12月 23日，名瀬魚市場に水揚げ，前

川隆則；KAUM–I. 138330，全長 597.4 mm，鹿児島県奄美

大島近海，水深 300 m，一本釣り，2019年 11月 2日，名

瀬魚市場に水揚げ，前川隆則．

同定　本標本は眼径が全長の 3.5–4.0%であること，吻

端から鼻孔内側端までの長さが全長の 5.4–5.5%であるこ

と，第 2背鰭棘長が第 1背鰭棘長の 0.8–0.9倍であること，

第 1背鰭基底長が全長の 7.6–8.2%であること，胸鰭後縁

長さが全長の 9.9–11.4%であること，上顎前縁における頭

幅が全長の 11.4–11.6%であること，胸鰭内角が丸いこと，

および尾鰭後縁の淡色域が上葉と下葉のそれぞれ上部と下

部に限られることが Viana and Carvalho (2020)の示したフ

トツノザメ Squalus mitsukuriiの標徴と一致したため，本種

に同定された．

分布　北西太平洋に分布し，中国，日本，およびマリ
アナ諸島から記録されている（Ziadi-Künzli et al, 2020）．

日本国内からは津軽海峡から島根県隠岐の日本海沿岸，宮

城県から豊後水道の太平洋沿岸，八丈島，小笠原諸島，

宇治群島，口永良部島，徳之島，および東シナ海大陸棚斜

面域から記録されている（波戸岡ほか，2013；木村ほか，

2017；Mochida and Motomura, 2018；萬代，2019）．本研究

により，新たに奄美大島近海における分布が確認された．

備考　Viana and Carvalho (2020）は Diagnosisの項でフ

トツノザメの標徴として成魚（全長 710–1120 mm）にお

いて，口前吻長が全長の 7.6–10.3%であると述べている．

しかし，本標本における計測値は 10.1–10.7%であった

が，全長 500.6–597.4 mmの未成魚であることから，これ

らの差異は成長に伴う形態変化によるものであると判断し

た．また，Viana and Carvalho (2020: table 2)が示した全長

240.0–1120.0 mmにおける本種の全長に対する口前吻長の

割合は 7.6–11.5%であり，本標本の計測値も範囲内に含ま

れる．

これまでの本種の記録は「分布」の項で示した通りで

あるが，Ziadi-Künzli et al. (2020)は日本産ツノザメ属魚類

のミトコンドリア DNAの COIと ND2領域を調べ，従来

の和名フトツノザメとして扱われていた S. mitsukuriiに加

えて，それに近縁な 2隠蔽種をそれぞれ東京湾と琉球列島

（沖縄島と西表島）から報告した．これまでに東京湾と琉

球列島（沖縄島と西表島）からフトツノザメとして記録さ

れていたものは隠蔽種である可能性もあるため，今後はフ

トツノザメと各隠蔽種との形態的差異を明らかにし，各種

の分布を調査する必要がある．

ヒメ科 Aulopidae

Leptaulopus damasi (Tanaka, 1915)

エソダマシ
（Fig. 1C）

標本　KAUM–I. 142163，体長 180.9 mm，鹿児島県奄美

大島近海，2020年 4月 17日，名瀬魚市場に水揚げ，前川

隆則．

同定　本標本は背鰭軟条数が 14であること，臀鰭軟条

数が 9であること，側線鱗数が 35であること，側線上方

横列鱗数が 3.5であること，背鰭前方鱗列数が 13である

こと，吻長が眼径よりも長く，体長の 12.0%および頭長

の 33.2%であること，両眼間隔が体長の 3.9%および頭長

の 10.8%であること，背鰭前長が体長の 44.2%および頭

長の 122.7%であること，臀鰭基底長が体長の 8.8%およ

び頭長の 24.5%であることなどが Gomon et al. (2013)や中

坊・甲斐（2013）の示したエソダマシ Leptaulopus damasi

の標徴と一致したため，本種に同定された．

分布　日本国外からはオーストラリア・クイーンズラ
ンド州のグレートバリアリーフと台湾から記録されている

（Kao and Lin, 1986; Hoese et al., 2006）．国内では相模湾（伊

豆沖，伊豆大島近海），高知県，鹿児島県本土，草垣群島，

奄美大島，沖縄本島近海，および東シナ海から記録されて

いる（山川，1984；藤山，2004；山田ほか，2007；畑ほか，

2012；中坊・甲斐，2013; Gomon et al., 2013；本研究）．

備考　Gomon et al. (2013)は本種を再記載する際に

Aulopus damasiをタイプ種として新属 Leptaulopus Gomon, 

Struthers and Stewart, 2013を設立した．本属は胸鰭軟条数

が 12であること，体高が体長の 16.8–19.9%であること，

背鰭起部が腹鰭起部よりも後方に位置し，背鰭前長が体

長の 40.3–46.7%であること，および両顎に細かな絨毛状

歯があることなどの特徴により同科他属から識別される

（Gomon et al., 2013）．

Aulopus damasi Tanaka, 1915は伊豆沖から採集された全

長 330 mmの 1標本に基づき新種として記載された．その

後，山川（1984）と益田ほか（1988）は沖縄近海，山川（2002）

は高知県土佐清水，藤山（2004）は写真に基づき奄美大島，

山田ほか（2007）は宮古島北方の大陸斜面上，そして畑ほ

か（2012）は鹿児島県南さつま市坊津沖から本種を報告し

た．Gomon et al. (2013)は鹿児島県草垣群島産の 1標本を

ネオタイプに指定し，本種の再記載を行った．加えて伊豆

大島で撮影された 2個体（KPM-NR 86827, 86828）は，背
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鰭軟条数が 14本であること，吻長が眼径よりも長いこと，

および尾鰭の上葉と下葉にそれぞれ 2–4本の赤い斜帯が

あることから Gomon et al. (2013)や中坊・甲斐（2013）の

示したエソダマシ Leptaulopus damasiの標徴と一致したた

め，本研究により本種に同定された．したがって，国内に

おける本種の記録は相模湾（伊豆沖と伊豆大島），高知県，

鹿児島県本土，草垣群島，奄美大島，沖縄本島近海，およ

び東シナ海である．中坊・甲斐（2013）は本種の国内にお

ける分布域を神奈川県三崎，伊豆諸島，土佐湾，沖縄舟状

海盆としたが，神奈川県三崎は誤りである可能性が高い．

これは本種の原記載である Tanaka (1995)において「産地　

相州三崎」と記されていることに起因すると考えられる．

しかし，続く原記載本文内ではタイプ標本が伊豆沖の相模

灘から得られ，東京市場に水揚げされたと記されているた

め，実際に原記載において本種が採集された地点は伊豆沖

と考えるのが妥当である．さらに，原記載以降，本種が神

奈川県三崎から報告された例はない．

イットウダイ科 Holocentridae

Sargocentron iota Randall, 1998

コガシラエビス
（Fig. 1D）

標本　KAUM–I. 142163，体長 70.3 mm，鹿児島県奄美

大島奄美市住用町和瀬　和瀬海岸，徒手，2018年 9月 30日，

台風 24号による打ち上げ，藤井琢磨．

同定　本標本は臀鰭軟条数が 9であること，前鰓蓋骨

隅角部に長い 1棘があること，下顎先端が突出しないこと，

および背鰭最後棘起部が後ろから 2番目の棘と背鰭第 1軟

条の起部の中間に位置することから Randall (1998)の示し

たイットウダイ属 Sargocentronの標徴と一致した．さらに，

側線有孔鱗数が 45であること，背鰭棘部基底中央下の側

線上方横列鱗数が 3.5であること，胸鰭軟条数が 14であ

ること，体長が体高および頭長の 2.6倍であること，鼻骨

の表面と左右の前上顎骨が形成する溝に 1対の上方に向か

う小棘があることなどが Randall (1998)や萩原・本村（2018）

の示したコガシラエビス Sargocentron iotaの標徴と一致し

たため，本種に同定された．

分布　インド・太平洋の熱帯・亜熱帯域に分布し，日
本，パラオ，ハワイ諸島，インドネシア，クリスマス島，

パプアニューギニア，サンゴ海，ニューカレドニア，お

よびフィジーなどから記録されている（Randall, 1998, 

2005, 2007; Randall and Greenfield, 1999; Randall et al., 2004; 

Mundy, 2005; Fricke et al., 2011; Allen and Erdmann, 2012）．

国内からは加計呂麻島からのみ記録されており（萩原・本

村，2018），本研究により奄美大島における分布も確認さ

れた．

備考　本種は夜行性で，水深約 1–30 mに生息する

（Randall, 2005）．国内で本種が初めて記録された萩原・本

村（2018）においても水深 23 mの日光の届かない横穴内

から採集されている．しかし，本標本は海岸に打ちあがっ

ていた個体が徒手により採集されており，本標本が採集さ

れる前の 2018年 9月 29日から翌日の早朝にかけて台風

24号が奄美大島を通過していたことから，この台風によっ

て打ち上げられたものと考えられる．

本標本は Randall (1998)や萩原・本村（2018）が示した S. 

iotaの計測値（前者では頭長が臀鰭第 3棘長の 1.5–1.65倍，

後者では 1.7倍）と比べて，頭長に対する臀鰭第 3棘長の

割合が低かった（本研究では 1.9倍）が，この差異は種内

変異によるものであると判断した．

分布の項で述べた通り，本種の日本国内における記録

はこれまで加計呂麻島からのみである．したがって，本標

本は奄美大島における初めての記録かつ日本で 2個体目の

コガシラエビスの記録であり，本種の北限記録となる．

シマガツオ科 Bramidae

Taractichthys steindachneri (Döderlein, 1883)

ヒレジロマンザイウオ
（Fig. 1E）

標本　KAUM–I. 131310，体長 452.4 mm，KAUM–I. 131311，

体長 462.0 mm，鹿児島県奄美大島近海，2019年 6月 13日，

名瀬魚市場に水揚げ，前川隆則；KAUM–I. 146918，体長

270.2 mm，鹿児島県奄美大島近海，2020年 9月 1日，名

瀬魚市場に水揚げ，前川隆則．

同定　本標本は縦列鱗数が 36–37であること，両眼間

隔域が著しく突出すること，頭部が著しく側扁すること，

左右の胸鰭が比較的離れていること，腹鰭起部が胸鰭基底

上端よりも前方にあること，尾柄の背側に溝があること，

および尾柄から尾鰭基底にかけて鱗が急に小さくなること

などが波戸岡・甲斐（2013）の示したヒレジロマンザイウ

オ Taractichthys steindachneriの標徴と一致したため，本種

に同定された．

分布　南アフリカからアメリカ・カリフォルニアにか
けて，北緯 40°から南緯 40°の間のインド・太平洋に広く

分布する（畑ほか，2015）．国内では北海道日本海沿岸北

部，津軽海峡，新潟県，富山県（魚津市沖），山口県の日

本海沿岸，宮城県から土佐湾の太平洋側，九州・パラオ海

嶺，薩摩半島開聞岳沖，大隅海峡（佐多岬と種子島の間），

与論島，および沖縄舟状海盆北東部から記録されている

（波戸岡・甲斐，2013；畑ほか，2015；畑，2017, 2019；園

山ほか，2020；木村ほか，2020）．立石（2013）は奄美大

島近海から漁獲された魚の一覧に本種をリストしたが（19

個体，水深 450–500 m），標本も写真も示されておらず，
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同定が正しいかどうか判断できない．したがって，本報告

が奄美大島近海におけるヒレジロマンザイウオの標本に基

づく確かな記録となる．

ベラ科 Labridae

Iniistius geisha (Araga and Yoshino, 1986)

クロブチテンス
（Fig. 1F）

標本　KAUM–I. 138431，体長 335.6 mm，鹿児島県奄美

大島近海，2019年 12月 16日，名瀬魚市場に水揚げ，前

川隆則．

同定　本標本は側線有孔鱗数が 21 + 6であること，背

鰭棘数が 9であること，尾鰭分枝軟条数が 11であること，

背鰭起部から眼までの長さが眼下幅よりも短いこと，側線

が体後半で中断すること，前鰓蓋骨後縁が円滑であること，

口を著しく伸長することができないこと，背鰭第 1–2棘が

柔らかいこと，背鰭第 2–3棘が低い鰭膜でつながること，

頬部にわずかな鱗があること，頬部に溝がないこと，頬部

に横帯や横線がないこと，および体側の腹部と背部が黒

色であることなどが島田（2013）の示したクロブチテンス

Iniistius geishaの標徴と一致したため，本種に同定された．

分布　小笠原諸島，和歌山県串間，奄美大島，沖縄
島，および台湾から記録されている（藤山，2004；島田，

2013）．

備考　本種の奄美大島の記録は藤山（2004）により

Xyrichtys geishaとして写真に基づいて報告されているのみ

であり，本標本は奄美大島における本種の標本に基づく初

めての記録となる．
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